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研究内容
Ⅰ　問題の所在　　方法
私は、学校教育の図画工作・美術でさまざまな題材を経験し、自分で考えて工夫して創りだすことが楽しいと思えるし、また日本や外国の文化に触れると素直に感動する人間になり今、生きている。かつてハーバード・リードが「芸術を通しての教育」で美術教育は、美術の教育ではなくて、美術を通しての人間教育であらねばならぬと語っている。「美術を通しての人間教育」が私自身にとっては少しは、うまくいった例なのかもしれない。

　しかし、現実に美術教育は人間教育となっているのであろうか、生きる力の根底となっているのであろうか。問題をこの点におき展開していく。
Ⅱ　目的　　

研究仮説　　美術教育の可能性は『心の教育』の可能性でもある。
として、美術を学ぶこと即ち美術教育の可能性は『心の教育』の可能性でもあることを明らかにし「美術科目標の達成・道徳性の形成構想図」へと導くことを目的とする。（美術科教師であることに誇りをもつためにも）

Ⅲ方法
文献研究　　まず、美術教育の目的は何かを戦前・戦後の学校教育の美術科の内容から研究する。次に芸術と美術教育の関係・感性と美術教育の関係・美術教育と道徳性の発達を研究する。

検証授業、アンケート調査研究　道徳性の発達にどのように関わっているか授業より分析する。

授業提案　　より道徳性の発達を促す授業内容を提案し、「美術科目標の達成・道徳性の形成構想図」の実現へと導く。

Ⅳ　研究内容
第一章　わが国における美術教育の歴史的展開、美術教育の目的を探る
たどってみると日本における美術教育は、江戸時代に写実画は文字は読めなくとも絵をみれば真に迫り役に立つものとのことから、幕府によって積極的に学問として学ぶものとなったことがわかる。（キーワード：役に立つもの）
　明治に入っても学制が発布されるまでは、技術としての教育として行われていて、

（キーワード：軍事技術に役に立つもの）
やっと明治５年に学制が発布されここから現代につながる美術教育が始まると考えられる、と言っても、まだまだ実際の生活や仕事に役に立つものという意味合いはあった。
　明治43年発行の新定画帖は、臨画教育から記憶画・写生画教育への転換をはかったものだったが、実際には相変わらず臨画の手本として使用されていた。ということである。（種本はアメリカのText Book of Art Education 1904～5 ）「画学初歩」には手・目・心が大切であることが書かれていて、美術教育の目指す芽があるように感じる。（キーワード：手・目・心が大切）
大正8年の山本　鼎による自由画教育運動により美術教育は、美的情操の教育であり感情を豊かにするものだと大々的に唱えられた。このことはさまざまな批判があるにせよ真に子どもたちに必要な力・人間として欠くことのできないものを見る目、感じる心、創り出す力等を育むのにどんなにか役に立つことになったであろうか。また、臨本によらない自分の直接的な目によってものを見、主体的に表現をすることをしなければならないと述べられている。

自由画教育運動が指導しない放任主義の写生になっていくと反論した図画教育論は、美術や絵によって児童の感情の美化を図ると「徳育としての図画教育論」を唱え美術による心の教育の意味合いが濃くなっていることがわかる。

（キーワード：徳育としての図画教育論）
昭和16年「国民学校令」が出たあとの指導方針においては、「国民的情操の陶冶につとめる・創作的態度の育成につとめる・個性の伸長に留意する」とあり、感性を高め、個性の伸長を図り創造することを大切にしていることがわかる。「日常に具現化させること」ともあるので、生活の役に立つことも目的になっていることもわかる。

戦後の美術教育においては、実用的な面や生活を豊かにするための基礎・創造表現力の伸長・美的情操の養成・技術を尊重する態度、実践態度・生活に活かすなどのねらいの達成のもとに実施されてきた。これらの足跡をたどってみると、その時代、社会の必要性に応じて文言の違いはあるにせよ、美術にたずさわってきた諸先生方が真剣に議論をして美術教育のよりよい姿を探ってきたことがわかる。時に美術教育が、国家のために利用することを目的として行われるようなこともあったかもしれないが、それらを経ることで美的、造形表現・創造、文化、人間理解、心の教育をねらいとする平成20年3月の改訂へとつながっていくわけである。
さらに美術の教科用図書において人間性を育む・人間教育ということが、十分意識され明確になってきていることがわかる。それを育むために学習を支える発想や構想のヒント、技法や用具の扱いが必要になってくるし、基礎、基本の学習は目標を達成するために必要なものである。しかし、あくまでそれは目標達成のためのものであり、技術的なことや表現されたものの完成度の高さが問題なのではない。

いかに美術を通して人間教育をおこなっていくのかが大切なのである。

やっと、その時代になった気がする。

第二章　芸術と美術教育
芸術・芸術作品・芸術鑑賞の意味について学んできて感じたことは、これらがない世界はどうなるのだろうということである。もしなかったとしたら、商品としての売買や政治的目的とかは、二次的なものとしても私たちの精神に与えるものを考えるとなくてはならないものであるという思いが一層強くなった。

人の行動（内面においても）が美しい時、私たちはどのようなことを感じるであろうか。安心する・ウソがない・無駄がない・一生懸命さを感じる・感動する・共感する等々の意味で美しさを感じると思う。
　人間の行動の規範としての道徳観や善悪の基準として（社会的存在の人間として望ましい在り方の時）「快いもの」は、私たちに「美しさ」を感じさせるのだと考える。

　故に、「美しさ」を感じる心を育てる、鍛えることが人間として望ましい在り方（生きる）を求め生きていく時の一助になると考える。

　美術科（芸術）は、生徒一人一人の感性や創造性を高める教科である。技法の獲得も美術科の中では必要な要素の一つではあるが、一人一人の願いや思いを込めた表現活動の中で獲得されるべきものであり、まずは「感性や創造性を高める」にはどのような方法・題材がよいか考えていかなくてはいけない。

また、基本的な美は、私たちにプラスに働くものとして働くと考えられるし、派生的な美は、所在や理由がはっきりしないが消滅するというか寂しく感じられる美であるように考える。尚、崇高の中にもとらえ方がさまざまあり例えば、特攻隊員が示した崇高な日本人の心・・・等々を立派な、良い、ふさわしい美であると正当化するものではない。しかし、これを美しいと感ずる人はいる。

私が扱いたい美は、生きていくうえにプラスに働く美であり、美しいと感じる心を「美術科」を通して育てていくことが心の教育の基礎の一つになるのではないかということである。

美＝快適さを与える　ものとして扱っていきたい。
第三章　感性と美術教育
消費社会と言われている現代は、自分自身が額に汗して何かを作る（創る）・育てる・考えるというより、他の人が作って（創って）くれたものや育ててくれたもの、考えてくれたものを売り買いしたり、そのまま頂いたりする割合のほうが多い社会になっていると考える。人が本来自分を動かすために必要な、「駆動目標」・「達成感」・「一生懸命さ」などの思いをもつことが出来ないためではないか？

　これはちょっと違うかもしれないが、世の中、福祉、福祉でいっぱいのような気がする。

福祉＝無料、何かをやってもらう、何かを与えてもらうという感覚になっているような気がする。

ますます、身に迫った苦労・努力・頑張る・考えるということが無くなり、何かをしなくてはという思いは無くなる。何かをするためには、「何が必要」・「何が善いこと」・「何が快適か」等、判断する必要がある。すなわち、この判断をするチャンスも無くなってきているのではないか？

よりよく生きていくために、豊かな感性を得るために、無感性をなくすために、判断する機会・訓練する機会をもたなければならない。まさに美（善であり・快適さであり・感動を与える等々）を扱う美術教育を通して感性を育てていかなければならないと考える。

無感性は誰かが、すごいよ・大きいよ・怖いよ・きれいだよ・かわいいよ等と伝えてくれたものを追体験しているわけだから、感性は無感性になるというのではなく薄まるのだと私は思った。

さらにこれらの例から考えると、メディア（なんらかの媒体）を通すということは、自分が直接に経験するわけではないので自分の経験したことからしか推し量ってイメージすることしかできないわけで、過去に自分の経験したことの量が少なければ、それ以上に感じることができないということだ。

ビデオなどの媒体は、何度でも同じことを経験することができるし、例えば世界遺産などの場所へ大勢の人が訪れて環境を破壊することも減る。だからこの無感性が、もともと感性を発する場を助けることにもなるとも、皮肉を込めて著者は述べていた。

だからこそ、自分で感じる経験を意識して提供する必要がある。さまざまな教育活動しかり、美術科の鑑賞活動しかりである。

シュタイナーは、少女の場合道徳的で倫理的な感覚を美的なものに向かわせる教育が少年よりも大切だとして行われていた。（もちろん少年にも行われているのだが）すなわち道徳と美的なものは関係があると解釈する。これは私が、「美術教育の可能性は『心の教育』の可能性でもある」と考えているということと一致する。可能性というより美的なものは道徳の価値へと導く、感性を用いて心が培われるということであろうか。
私の尊敬する劇作家「つか　こうへい氏」は、かつてこのように言っていた。

「ゴミの山のそばでお弁当を食べるのと、お花畑でお弁当を食べるのとどっちがおいしいか。」と。もちろんゴチャゴチャと捨てられたもののそばで食べるより、きれいな花のたくさんあるところで食べたほうがおいしいでしょう。そういう感性、美しいものは快いという感性をもってほしいといいたかったのであろうか。
　シュタイナー氏、つかこうへい氏の言葉より私は、美しいものは快いという思い（感性の活用）を積み上げることにより道徳性は培われるものといっそう確信する。

価値項目で考えてみると整理整頓、身だしなみを整える、などの基本的生活習慣を身に付けることについても、整頓されているものは美しいし、整っている身だしなみはきれいである。自分にとっても、他の人にとっても快いものである。

感性は育てられるかの結果から考えられることは、表面に出てきた結果ではなく、作者の思いや意欲的に制作した作品をよい作品であると評価していることがわかる。すなわち、技術的なことより、心のもちようから作品のよさを評価し味わっている生徒が多いということである。このことは３年生になるほどその傾向が強かった。心の成長がみられるということであろうか。
さらに言えることは、技術的なことがどうでもよいのではなく、確かな技術・創造的な力があるからこそ表されたものから、それを超えて、作者の思いや意欲が感じとれるということだと思う。

作品の制作・作品のよさを感じとることのできる指導にあたっては、心をたがやすこと（さまざまな教育活動、道徳の時間を通して）の十分な必要性と基礎的な表現技術の習得が必要である。これらは、どちらも同じ割合で行っていくことが大切であると考える。

情操は、子ども自身が何らかの感動に触れ、自ら「美しく、快適なもの」を目指し取り組んでみよう（例えば知りたい・歌いたい・描きたい・作りたい・演じたい・歌いたい・遊びたい）との思いが高まった時が情操であり、主体的によりよく生きていこうとゆう思いが（もちろん本人が意識しなくても）蓄積されるのではないだろうか。情操を積み上げていくという、と言い方はないかもしれないがそのようなイメージを考えた。

美的情操（芸術的情操）の教育は人が人となるために確実に必要なものだと強く思った。
第四章　美術教育と道徳性の発達

第四節　授業提案
(2) 鑑　賞

１　題材名　　　　　　７分間鑑賞　

２　題材設定の理由
私たちは、日々多くのものを見ているが漠然とものを見ているだけにとどまっていることが多く、感動する場面（心に響くような場面）に乏しい。それでは、「美しさを感じる心」はなかなか育むことができない。意図的に見る場面が必要である。

美術科の授業時数は大変に少ない、その中で表現と鑑賞を有効に行わなければならない。そこで一回でも多くその場面を提供することが必要と考えて35時間の授業の中で実践できるものはないかと考えた。それは短い時間を集めることにより大きな成果を生む方法である。

授業開始後の７分を鑑賞にあてることにした。教科書にはさまざまな時代・地域・領域の作品が掲載されているので、国際理解、環境、平和、人権、福祉、地域・伝統文化など多くのことが学べると共に感じ気づくことができる。作品の美しさよさも深く感じ取ることができ自己の表現に生かすこともできる。そこで教科書にある作品を鑑賞する対象とした。
研究主題との関連　
道徳性を育むことを意識した美術科指導の提案にあたり、「美しさを感じる心」は美から快適さを受け取り、望ましい生き方を求めて生きる道徳性の基盤になると考えている。
＊快適さを受け取るとは、例えば正確な・よい・すてき・立派な・魅力ある・規律ある等々。
鑑賞をおこなうことにより、美しさを感じて「何が快適か」、最善の判断ができるようになり、例えば国際理解、環境、平和、人権、福祉、地域・伝統文化など多くの価値について気づき育むことができると考えた。

「実際に鑑賞する」　　　作者名　宮脇　愛子

「うつろひ」　（ステンレスワイヤー）　1994年　

群馬県立近代美術館
【　生徒の鑑賞ノートより　】
◇　細々としながらも自由な感じがしました。ステンレスワイヤーが生み出す絵とは違う立体感とくねくねと自由に曲がったところが、自由な感じをかもし出しているからだと思います。

◇　細くて軽いステンレスワイヤーが、鮮やかな弧を描いていて、美しく柔らかな印象を受けました。
◇　水の上にワイヤーを置くというところから、ワイヤーの丸い部分を利用して、ワイヤーが踊っているような感じを出しているのがおもしろい発想だと思った。　木に囲まれているダンス会場みたいにも感じた。

◇　ステンレスワイヤーが優雅に舞っているように見えて美しいと思った。

◇　ワイヤーがくねくねしていて柔らかい感じがするけれどでも、ワイヤーが細いからシュン・シュンしていて鋭い感じもする。だから、さっぱり、すっきりとした感じがする。
感じたこと気づいたことを発表してもらったところ、鑑賞が道徳性を育むのに有効な手立てであることがわかる。（道徳性の基盤となっている）
第五章　研究の成果と課題

研究仮説を美術教育の可能性は『心の教育』の可能性でもあるとし、美術科目標の達成と道徳性の形成構想図を作るべく研究してきた結果、表現及び鑑賞の活動をすることにより教科目標の達成と道徳性の形成は同一におこり、［美術教育は心の教育そのものである］ことが検証された。　　　　　　　　　研究するまでは、美術教育を実践し美しく心地よいものを求めて児童・生徒が活動することで、感じる力や表す力が高められるものと考えてきた。そして高められることにより心が豊かになると考えていた。が、研究することにより前出の『美術教育は心の教育そのものである』という結果を導いたのである。　　「導いた理由」

1.　自分で考え決定して、自分のよさに気づくことで、自己肯定感・自尊感情が構築される。

2.　自分以外の多くの人の製作活動や完成作品に触れることにより、さまざまな考え方・感じ方を知って、尊重したり・思いやったりする心情・態度が構築される。

3.　題材や材料から自然・命・環境などを考えることでそれらを大切にしかけがいのないものとして扱う心情・態度が構築される。

4.　自国の文化だけではなく世界のあらゆる文化(生活用品、建築、衣服、図案など)に触れることで伝統の継承や新たな創造、世界平和を願う心情・態度が構築される。
では、始めから道徳教育として行えばいいのではないかと考えることもできる、いやそうではない。美術の教科目標は一個の独立したものであり、人が生きてうえに欠くことのできないものである。たとえば、表してみたいという情操、色や形を構成する力、発想する力、想像する力、工夫する力、創造する力、鑑賞する力は美術教育を抜きにしては育むことはできない。故に、美術教育の目標達成は生きていく時に各人にとって必要不可欠なものなのだ。そこに同時に道徳性が培われるのだ。この教科の目標を達成すること、そのものが心の教育であるという結論を導いたことは本研究の大いなる成果と考える。

　授業者は、身に付けさせたい力を明確にして、題材をもとに意欲的に取り組む内容を提供しなければならない。これが無くては美術科目標達成も道徳性の形成もありえないと考える。

　故に、教科用図書を基にしながら生き生きと活動する題材を工夫して提供することが課題である。本研究及び課題は、美術を通しての人間教育がある限り継続していると捉え、授業に取り組んでいきたい。
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